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広瀬町大字富田 とその周辺地域 には、戦国大名尼子氏の居城富田城跡を中心に、

侍屋敷跡 と考え られ る塩谷、新宮谷、さ らに町屋跡 とされ る富 田川河床遺跡が

存在 し、 これ らの異 なる性格を もつ遺 跡群 の発 掘 調査 は、 全国的に注 目を集め

てお ります。

なかで も富田城跡 は、昭和 9年 に国指定史跡となり、昭和 50年 から山中御殿の

石垣修理を中心 とす る環境整備を実施 し、往時の姿が復原 しつつあります 。一方、

富田川河床遺跡は、昭和 49年か らの発掘調査が継続 されてお り、路・ 建物跡等

が検 出され るなど、町並の実態が徐 々に明 らかになっております。 しか し、侍屋

敷跡 と考え られている塩谷、新宮谷について は、部分的発掘調査が実施 されてい

るにす ぎず、不明な点を多 く残 してお りま した。

近年 、広瀬町内で進行中の農業構造改善事業 によって、塩谷、新宮谷両地区の

遺跡の実態を早急 につかむ必要が生 じたため、広瀬町教育委員会では、広瀬町内

遺跡群総合整備計画策定事業を実施 中の島根県教育委員会 と協議 し、昭和 55年

度の国庫補助事業 として塩谷地区の発掘調査を行 った ものであ ります。詳細 は以

下に示す通 りで十 分ではあ りませんが、富田の歴史をひ もとく一素材 となりうる

もの と考えてお り、広 くご活用いただけま した ら幸 いであ ります。

最後に、調査実施 にあた りご指導いただきました島根県教育委員会並 びに終始

調査に協力下 さった地元をは じめ関係各位 に対 して衷心よ り厚 くお礼 申 しあげる

次第であ ります。

昭 和 56年 3月

広瀬町教育委員会

教育長 小  藤
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1.本書 は、広瀬町教育委員会が昭和55年 度の国庫および県費補助事業 として

実施 した能義郡広瀬町大字富田所在の塩谷遺跡の発掘調査報告である。

2.調査は 、昭和55年 5月 27日 か ら昭和55年 11月 12日 の間で行 った。

3.調査体制は以下の とお りである。

調査指導  島根県教育委員会

例

調査員

事務局

I.

Ⅱ.

Ⅲ .

石井 悠  (島根県教育委員会文化課文化財保護主事 )

松尾慶三  (広瀬町教育委員会嘱託 )

釈臣正見  (広瀬町教育委員会社会教育課長 )

4.調査 にあた っては、地元各位の協力があ り、村尾秀信・西尾克己 (島 根県

教育委員会文化課主事 )、 藤原久良 (広 瀬町文化財専門委員 )、 内田雅 己・

実重史郎 (富 田城関連遺跡郡調査整備委員会 )の 諸氏 に助力を賜 った。

5.本書の編集および執筆 は、石井 、西尾、内田の 3名 が協議 して行 った。 ま

た、陶磁器の分類 については島恨県立博物館学芸員の村上勇氏 に依頼 した。

なお、作製 にあた っては、島根大学学生の伊 田喜浩・伊藤克 己の両氏に協力

を得た。

大 田善 明  (

小池芳枝  (
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調 査 に 至 る 経 過

島根県能義郡広瀬町大字富田とその周辺地域 は、温子、毛利 、堀尾氏の城下町

として繁栄 した ことで者名である。史跡富田城跡の周囲には、武家屋敷・町屋等

が 配 され 、か な り賑 って いたと思われ る。寛文 7(1667)年 の記録 によれば、

その前年 、当地を襲 った大雨は、大洪水を引 き起 こし、富田川 (現 在の飯梨川 )

の流れを変えたため、富田城北西に広が っていた城下町は、水下 に没 した もの と

考え られ る。 ところが、昭和30年代 にな ると、 サ|1底 の浸食と共に城下町は再びその

姿を現わ し始め、 さらに昭和48年 の異常千ばつ時には、建物跡や石組井戸跡が広

範囲にわた って発見 され 、これを契機 に世間の注 目を浴びるようにな った。その

後、この富田川河床遺跡 は、当教育委員会及び島根県教育委員会が発掘調査 し、

中世か ら近世 に至 る町並遺構が検出されつつある。

なお、 この調査は、河川改修事業の関係で将来 も続け られ る計画 とな っている。

また、富 田城跡の北側及び南側に開けた新宮谷・塩谷に も遺跡が存在 し、江戸時

代中期以降に描かれたと考え られ る「月山城図」に は 、新 宮 党 屋 敷・ 里 御 殿・

侍屋敷がみえる。 この「月山城図」の真ぴ ょう性はさてお き、新宮谷 ・塩谷地区

は、月山を挟む谷合のため、富田城防御の要であ ったと推定で きる。

さて、数年来、広瀬町内では圃場整備事業が進行中であ り、新宮谷・塩谷 も、

新たにその予定地内に合 まれ ることとな った。そこで、当教育委員会 は、史跡が

両予定地内に含 まれ ていることを考慮 して、県教育委員会の指導 の下に、事業者

との協議を行 った。その結果 、事業の推進 に伴 う遺構の損傷が予想 されたため、

遺跡の保存状況等を把握す る必要上発掘調査を行 うことにな った。 この発掘調査

は、昭和55年 度国庫補助事業 として、国及び県か らの補助を得て、当教育委員会

が行 った ものである。

当初、この調査の計画は、新宮谷・塩谷の両地区で実施 され る予定であ った。

しか し、圃場整備事業計画にあわせて塩谷地区か ら調査を始めた ものの、予想外

の 日数を要 した こと、また、年度途中か ら、塩谷川荒廃砂防事業 (河 川のつけ換

え)に伴 う調査が始 った ことによ り、新宮谷地区の調査は、昭和56年 度以降に見

送 ることとな った。
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圃場整備事業 は、同地区ではは時を同 じ

関連遺跡群調査の結果 とあわせて検討す る

状保存を基本 とし、部分的に盛土工法を取

けを もって、現状変更の許 可通知を受けて

の検出 された部分を中心 に、盛土工法を取

くして、県教育委 員会 が行 った富 田城

ことにな った。 その結 果 、史跡 内は現

り入れ る方針 で 、昭和 55年 9月 26日 付

い る。 また 、史跡 外 につ いては 、遺 構

り入れ て、遺構 を保存 す る ことにな っ

「月山城図」 (『雲陽軍実記』添付)
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Ⅱ 遺跡の位置と歴史的環境

塩谷遺跡は、島根県能義郡広瀬町大字富田に所在す る。 この谷 は、飯梨川の河

口か ら上流へ約 10 km、 周囲は急に山がちとな り、その中を縫 うよ うに飯梨川の支

流が 、幾つ もの細長い谷を形成 している。塩谷 は、月山南麓 に位置す る幅約 100

舵・長 さ 2 kmほ どの小 さな谷である。

現在 は、主に水 田・畑地 として利用 されているが、江戸時代 に描かれた「月山

城図」や文献か ら推測す ると、戦国時代 には富田城下の集落の一画を占めてお り、

家臣団等の屋敷があ ったよ うである。それ に関連 した地名・字名 はそれほど多 く

残 っていないが、城郭構造か らみ ると谷の入 日付近 には、宮 田城 山中御殿平への

登 り回、中央部には、富田城本丸跡への登 り口がそれぞれあ り、この谷が富田城

を防御す る上で重要な位置を占めているのがわか る。また、西登 り回のほぼ中央

には、明星寺跡 とされ る居館的性格の強い二段状の小高い平坦地があ って、本丸

への登 り口付近 には、中世末期か ら近世初頭頃の宝筐印塔 (伝尼子晴久墓)が 見

られ る。

飯梨川下流 に広が る安来平野は、古代遺跡の集中地区 として著名であるが、富

田城 周辺地域ではあま り古代遺跡の存在は知 られていない。今後 、精密な分布調

査を要す る地帯である。

(古 代 )

8世紀 に作成 された『 出雲国風上記 』によると、現在の広瀬町の大半は、か って

の意宇郡飯梨郷 にあたる。郷庁は現在の福頼 (広 瀬の中心よ り南へ約 2 km)の あ

た りとされ るが、詳細 については不明である。 10世紀の史料である『 和名類衆抄』

では意宇郡が意宇郡 と能義郡の 2つ に別れ 、飯梨郷が口縫郷 とな っていた。

(富 田庄の成立 )

律令体制の崩壊 に伴 い、平安時代末期 に「富田庄」は成立 し、 H60(永 暦元 )

年 9月 の藤原邦綱書状 (『 兵範記 』紙背文書 )に 「出雲国富田御庄申注文弐通」 と

あるのが史料上の初見である。本書状は、その内容・伝存状況か ら察す るに、邦

綱が摂関家の家司 (執事 )と して出 した ものであ り、当時富田庄が全国に広が る

摂関家領の 1荘 園であ った と考え られ る。恐 らく、■世紀の後半か ら12世紀の初
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出雲佐々木氏略図 〔続群書類従所収 佐 々木系図による〕

定 綱―― 広綱

経高

盛綱

高綱―一光綱 〔野木〕

厳秀一― 泰秀一― 秀信 〔吉田〕

頭までの間に、荘園の立券荘号 と摂関家への寄進がな された もの と推定 され る。

(富 田氏の支配 )

鎌倉幕府の成立 に伴 い、全国各地 に守護・地頭が設置 された。富田庄最初の地

頭職は、 1271(文 永 8)年 に作成 された「杵築大社 (出 雲大社 )二月会頭役結番帳」

(千 家文書 )に よると、信濃前司すなわち出雲国守護佐 々木泰清であ り、当時 、

富 田庄が神門郡の塩冶郷 (守 護所)等 と共 に守護領の一つであ った ことが知れ る。

しか し、この様な休告1は 承久の乱 (1221年 )以後の ことと推定 され るため、 そ

れ以前、富田庄 に地頭が補任 されていたか どうかは不明である。

泰清の後、出雲国守護職は実子頼泰 に譲 られ るが、その所領分は泰清の庶子 に

割譲 され 、ここ富田庄 については義泰が譲 り受け、姓 も富田と称 し、 これ以後富

田庄 は富田氏の支配す るところとな る。 さらには、義泰 も富田庄をその庶子 に割

譲 した ことによ り、広瀬 ・羽田井 ・山佐等の諸氏が分 出す るに至 った。その中に

は、現在の富田城跡の北 に位置す る新宮谷地ヽ域を領 した新宮氏 と称す る一族 もい

た。

1333(元 弘 4)年 の鎌倉幕府滅亡 に端を発 した全国的な南北朝の動乱が約 60

年間 も続 く。 この南北朝時代 に、富田庄の領主富田秀貞は、出雲国守護職 と塩冶

郷を譲 り受けた頼泰の孫塩冶高貞 と同様 に、北朝 (幕 府 )方 として活動 してお り、
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図 1.塩谷遣跡と周辺部の主要遺跡



その名は『 太平記 』にもみ られ る。 さらに、康永 ～貞和年間 (1340年代 )に は、

美作国守護職 も得てお り、 1341(暦応 4)年 に、塩冶高貞が討伐 された後 も、幕

府の有力御家人 として活動を続 けていた。

1354(文 和 3)年 、幕氏は出雲国守護佐 々木高氏 (京 極道誉 )に 、富田庄をは

じめ とす る富田秀貞の旧領を与えた。それは、秀貞が観応年間 (1350～ 53年 )に

南朝方へ と転 じて 、京極氏を中心 とす る出雲国内の北朝勢力 と対立す るよ うにな

り、美作国守護職他その所領を没収 されたためである。 ここに富田庄 は再び守護

領 にな ったが、南朝方 よ り宮田氏に本領安堵 され、伯者国守護山名氏 による出雲

国への介入 もあ って、京極氏が富田庄を掌握す るに至 るのは、明徳の乱 (1391

年 )以 後の ことである。

(京 極氏～堀尾氏の支配 )

明徳の乱 によ り山名氏の勢力は弱体化 し、京極氏の出雲国支配が確立す るわけ

だが 、乱が起 った当時、山名氏の代官 として「 富田城」にいたのは塩冶氏であ っ

た。富田氏は康安年間 (1361～ 62年 )に 、 秀貞の子直貞の活動が『太平記』 に

記載 されているのを最後 に、史料か ら姿を消 してしま ったのではあるが、この時

期すでに、出雲国守護所が塩冶か ら富田に移 っていたことがわか っている。当時

の交通は、その中心が山陰道ル ー トか ら日本海水運 と中国山地越ル ー トヘ と移 り、

さらに、塩冶高貞討伐後の出雲国守護職をめ ぐって、山名 ・京極の両氏が対立 し

た事柄 もあい重な って、必然的に出雲の東玄関 ともいうべ き富田の重要性が大 き

く上昇 した とも推定で きる。

明徳の乱後、出雲国守護にな ったのは京極高詮であるが、彼 は幕府の要職にあ

って在京す る機会が多か ったため、国の支配は代官 に委ね られていた。

尼子氏は、京極氏の庶子家に属 し、近江国犬上郡 甲良庄尼子郷を所領 とした一

族で、京極高詮の弟高久を祖 とし、その長子詮久が本領を受け、弟持久が惣領で

あ り出雲国守護職である京極高詮の代官 として出雲国へ下向 した。代官尼子氏の

動 きが活発化す るのは、応仁年間の清定か らであるが、その子経久の時代 になる

と京極氏か ら独立、その後戦国大名へ と成長 し、16世紀初頭 には中国地方 にその

覇を となえ るに至 った。 しか し、その勢力拡大は、度重なる軍事行動 によるもの

であ ったがために、充分 な支配体制を築 くことはで きなか った。 さらには、富田
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の地が出雲国内においてあまりに東 に偏 していたため、本拠地 出雲国の国人・領

主等を完全に掌握で きなか った上、大内氏 との抗争で疲弊 し、ついに 1566(永禄

9)年 、毛利氏の前に屈 したのである。

毛利氏の支配は豊臣政権 との講和によ り、一時安定 したかに見えたが、関ケ原

の戦 (1600年 )の 敗北 によ って防長ニケ国以外の所領を没収 され、毛利氏 による

35年 間におよぶ出雲国支配 もその幕を閉 じた。

毛利氏に とって替 った堀尾氏は、領国経営上の見地か ら、 16H (慶 長 16)

年 に城を当地 より松江に移 し、南北朝期よ り約 250年続 いた政治的中枢 としての

立場に終 りを告げた。

一方、城下町の機能がな くなった富田の町並は、半世紀を経た 1666(寛文 6)

年 の決水で飯梨川の河床下に埋没 し、同年成立 した広瀬藩は町を |口 城下町の対岸

にあたる、広瀬 に移 したのである。
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表 1.富 田庄 の 関係 年表

西 暦 (年 号) 呂 向動の庄田 中 央 の 事 項

1160(永暦元)

1185(文治元)

1221(承久 3)

1271(文永 8)

1333(元弘 3)

1336(建武 3)

1341(暦応 4)

1342(康永元)

1343(康永 2)

1344(康永 3)

1350(観応元)

1351(観応 2)

1354(文和 3)

1379(康暦元)

1380(康暦 2)

1391(明 徳 2)

1392(明徳 3)

1467(応仁元)

1468(応仁 2)

1486(文明18)

1554(天文23)

1566(永 禄 9)

1573(元亀 4)

1591(天正19)

1600(慶長 5)

1611(慶長16)

1666(寛文 6)

「富田庄」の名が初めてみえる〔『兵範記』紙背 〕

佐々木義清、出雲・隠岐国守護となる

富田庄地頭として出雲国守護佐々木泰清がみえる〔千家文書 〕

出雲国守護塩冶高貞、日野掃部左衛門入道 。富田弥六入道

(頼秀力)の両名に杵築大社領を国造に沙汰付けるよう命じ

る〔北島文書 〕

塩冶高貞討伐 される

造営中の天龍寺に出向いた足利尊氏・直義の供奉人として佐

々木美作太夫判官 (富田秀貞)、 佐渡太夫判官 (京極高氏)

の名がみえる〔天龍寺造営記録 〕

京極高氏、出雲国守護となる〔正関史料 〕

このころ富田秀貞は美作国守護、守護代は一族の高泰 (頼秀

子)〔 『東作誌』 〕

「富田関所」の名がみえる〔三刀屋文書 〕

富田秀貞、鰐淵寺南院に阿井郷を寄進

京極高氏、富田庄 (富 田秀貞跡)を獲得 〔佐々木文書 〕

出雲国守護が京瓶氏から山名氏へ交替

富田庄で合戦があり、岩倉寺焼失〔岩倉寺文書 〕

出雲国守護が再び京極氏へ移る

出雲国守護代尼子清貞、国内の山名 (西軍)与党と戦 う〔佐

々木文書 〕

尼子経久、出雲国守護代塩冶掃部介を討つ

尼子晴久、新宮党を滅ぼす

尼子氏滅亡。出雲国は毛利の支配下 となる

吉川広家、出雲三郡、伯者三郡を領し富田城に入る

堀尾氏が出雲国に入部

松江移城

富田川の洪水により町並が埋まる

広瀬藩の成立

平氏滅亡、鎌倉幕府成立

承久の乱

鎌倉幕府滅亡

室町幕府成立

観応の擾乱

康暦の政変

明徳の乱

南北朝統一

応仁の乱始まる

室町幕府滅亡

関ケ原の戦
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要概の査調

1.調 査 の 方 法

塩谷遺跡の遺構残存状況及び範囲確認を調査の主眼 としたため、谷全体 に一辺

10碗 の方眼を組み、 21カ 所 (水 田 13枚分)で一辺 4η の調査坑を穿 ち、発

掘調査を行 った。方眼の基準 は富田川河床遺跡その他の調査にあわせ るため、N

27°  28′  10″ Eに 主軸を とった。主軸は西か ら東に「あ・ い 。う 。……」

と呼び、主軸に直交す る基準線 は北か ら南に「 000・ 001・ 002・ ……」

と呼んだ。 この両基準線の交点は「あ 001・ い 002・ ……」とし、各方眼の

呼称は西北隅の呼称をそのまま利用 した。

調査区の設定は、地形 か らみて遺構の存在す る可能性の高い地点を主 として行

ったんゞ、「は 172」 「ひ 172」 。「ひ 153」 「ふ 153」 。「 と 126」 「な

126」 (以 下記述の便宣上「はひ G」 。「ひふ G」 。「となG」 と呼ぶ)の 3地区

で遺構が存在することが判明したため、「 1ま ひ G」 。「ひふ G」 について若千の拡張を

行 った。「はひ G」 の北側を流れ る塩谷川 (砂 防河川)を 画場整備事業 にあわせ

て、「はひ G」 の南側につ けかえ る計画があ ったため、町の単独事業 と して、河

川つけかえ予定地内の発掘調査を富田城関連遺跡群調査整備委員会 (当 教育委員

会が事 務局)が行 ったことは、先にふれた とお りである。

2 検 出 遺 構

「 はひG」 地区

この調査区は、塩谷の入口か ら奥 へ 約 l km入 った地 点 にあ り、現在、「元梅

木荒神南道下夕」 。「道下夕」とい う字名が残 っている。月山頂上 (史 跡宮田城

跡の主郭が存在)に 至 る谷 あいの道筋 (字 名「釜ケ谷 口」)に 面 しており、背後

には丘陵がせ ま ってい る。表上下 40～ 50例 で遺構は検出で きたが、全体 に、

あま り保存状態はよ くな く、河原石が散乱 していた。 これは、塩谷川の氾濫によ

るもの と考え られ る。検出された遺構は、長 さ 3.6碗 の石列及び集石遺構だけで、

かろうじて残 った ものであ る。出土遺物について も、陶磁器の小破片が検出され

た程度である。 (図 3)
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図 4「はひ G」 地区遺構実測図
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「 ひふG」 地区

この調査区は、「はひ G」 より約 180碗 北の地点にあ り、塩谷川東岸 の小段

丘上に位置 し、町道 に沿 って調査溝を設定 した。この地点は、現在、「吉右工門

下夕」 とい う字名が残 って いる。町道をはさんで月山城側は、史跡富田城跡の指

定地内に属す る。表土下 30～ 40印で、幅約 4.5碗 、深 さ約 1碗 、長 さ 33η

の溝状遺構を検出 した。遺構西壁はやや外傾す る石垣で、大半 は人頭大の河原石

を野面積みに してい る。遺構東壁は、なだ らかな素掘 りの斜面 となっている。溝

内部 は、東壁 か ら斜面 に沿 って、 6層 の上が入 ってお り、溝の上面 は、ほぼ水平

に 3層 の上層が確認 された。ただ し、 2層 目までは耕作上であ る。溝内部か ら土

師質土器・ 天 目・瀬戸焼等の破片が、又、第 2・ 3層 か らは、唐津焼・伊万里焼

の破片 と共に寛永通宝・祥符元宝・ 元豊通宝が出上 した。 この ことか ら、 この溝

は江戸時代初期に埋め られ、整地された ものと推定できる。石垣 よ り西側は約 10

碗の奥行 きがあ り、明治時代の切町を見 ると、当時は もう少 し奥行 きがあ った様

子で、塩谷川の氾濫等により地形が変化 した と推測 され る。今回の調査では、柱

穴等を検 出す るには至 らなか ったが、何 らかの建物が存在 していた と考え られ る。

町道の東側は指定地であ り、月山山麓 まで約 50紀 ある。その土地 を、本年度、

県教育委員会が調査 した ところ、石組 状 施設 、柱 穴 が検 出 されてい る。以上の

ことか ら、本調査区 との相互関係を検討する必要があ る。 (図 6)
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図 5「ひふG」 地区位置図
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図 6。 「ひふ G」 地区遺構実測図
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「となG」 地区

この調査区は、塩谷の入 日か ら奥へ約 500統 入 った塩谷川西岸 にあた り、「

ひふ G」 より約 180紀 北の地点にある。現在、「妙心寺谷下モ」 とい う字名が

残 っており、北東方向に月山城跡、背後には明星寺跡 (三 方を削りとった方形状

の小高い平地 )が控 え、谷を約 300碗 下 ると、塩谷 口と呼ばれ る月山城跡への

登 り口が存在 している。この一帯は、地層が安定 しており、地表下約 60～ 70

側で検 出 した遺構には、集石遺構 2、 土墳 2が ある。調査範囲が狭かったためそ

の性格は不明瞭であるが、集石遺構は、長径 10～ 30側 の石が 3～ 4個集積 し

た もので、その間 1.8η を測 ったが、建物礎石ではないか と考え られ る。土壊 1

は、長径 70c“ 、短径 6 0cn、 深さ60師のもので、内部には河原石が入 っていた。

土墳 2に ついては、完掘 していないので はあるが、長径 140m、 短径 70卸、

深 さ 5 0cmの もので、内部に挙大の河原石が入 っていた。 出土遺物 は、土墳 2か

ら、土師質土器・備前の破片が、また、遺構面 とその直上か ら、青磁 。白磁・染

付等の中国製陶磁器片をは じめ、瀬戸焼・備前焼・唐津焼・土師質土器片が検出

されている。 (図 8)
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遺構を検出す ることができなか った。ま

め られたが、 これは塩谷川の氾濫による

た、調査区の随所で、河原石の堆積が認

ものと考え られ る。

1

4

ま  :菖:g毒曇土層
5黒福色粘砂土層
6赤褐色粘砂土層

―-3340m

0               3m
l     I

図 8「 となG」 地区遺構実測図

&出 土 遺 物

「 はひG」 地区

この調査の出土品 としては、少数の陶磁器破片 と土師質土器があり、 これ らは

遺構 と同様、川の氾濫のために総て細片 とな っている。

種別 としては、青磁、 白磁、染付、美濃焼、伊万里焼およびその他 の江戸時代

以降の ものが出土 した。

上層の表土 およびその下層には伊万里焼を中心 として新 しい陶磁器片が多い。

また、下層には中国産の陶磁器 と美濃焼 の破片が認め られ、その時期 は 16世紀

前葉か ら中葉にかけての ものと推定 され る。

「 ひふ G」 地区

この調査区の遺物 として は、古銭 9枚 と僅かな鉄器および焼物の破片 600片

が出土 している。

古銭 は 9個 発見 されている。祥符元宝 1枚 (宋 、初鋳年 1008年 )と 元豊通

彊竪≫Q O土嬢2
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宝 2枚 (宋 、初鋳年 1078年 )お よび元祐通宝 1枚 (宋 、初鋳年 1086年 )

は、石垣の西方に設けた グ リッ トの上層部か ら、 また、寛永通宝 5枚 (日 本、初

鋳年 1636年 )は石垣西方の上層か ら出上 している。

焼物には、奈良時代前後の須恵器 と土師器の破片が 20近 く混 じっているが、

全体か らみれば極めて少数で、その多 くは戦 国時代以 降 の 陶磁器で あ る。表土

とその下層か らIま 、白磁、染付 も若千 出土 したが、江戸時代以降の唐津焼や伊万

里焼およびその他の 日本産陶磁器が大部分を占めている。第 3層 以下 において も

伊万里焼 など日本産の もの もかな り認め られ るが、全体的には土師質土器が多い

のが特徴であ る。

陶磁器の時期 は、中国産の青磁、白磁、染付と日本産の美濃焼・ 備前焼が占め

る 16世紀前葉か ら中葉 と、伊万里焼をは じめとす る 18世紀以降の 2期 に分 け

られ る。

「となG」 地区

遺物 として は、土墳 2を 中心に陶磁器の破片が 60数片 が発見 されてい る。

土媛 1か らは、青磁の盤 1片 と径約 l clBの 鉄砲玉 (鉛玉)2個 が出土 している。

土壊 2に は、青磁 (碗 1片 、皿 1片 、盤 1片 )、 白磁 (皿 2片 )、 染付 (皿 1

片)、 備前焼 (3片 )、 土師質土器 (皿 36片 、土釜 5片 )が あ り、 16世 紀の

ものであ る。

その他の部分には、中国産・ 日本産の陶磁器の破片が、 10数 片あ り、その多

くは、 16世紀 に属す るものである。また、鉄器片 も 5片 出上 しているが、形態

は不明である。

その他の地区

遺構が検出されなか った地区において も、少量の遺物が採集 されている。

主要な もの としては、ルツボ (ま -155-1)や 14世紀代 の伝世物 と考え

られ る蓮弁文青磁碗 (は -162-1)お よび 16世紀代の染付の皿等が出上 し

ている。
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名 称 (器 種 ) 破 片 数 名 称  (器 種 ) 破 片 数 名 称  (器種 ) aV片 救

言  磁

碗皿鉢盤砂鞠

備  前

壺甕鉢騨枷

3 伊 万里 碗
皿
鉢
動そ

I

l 7

6

4 計  25
計   9 そ

の
他
の
陶
磁
器

(越  Bつ

(信 楽 )

(織  部 )

(志 野 )

(そ の他 )

計 灰 釉 (皿 )

(鉢 )

(香 炉 )

(銅 緑和 )

(そ の他 )

碗
皿
杯
軸

一
　
　
そ

磁白

3

3

1 計  38
計   7 土 師質 ( 皿 )

(土  釜 )

(そ の他 )

他

壷

甕

鉢

係

のそ

付染 5 鉄 和 (碗 )

(壷 )

(皿 )

(そ の他 )

3 2

計  35
その他 (須息 器

'(上師器 )

(黒曜石 )

(そ の他 )

(不  明 )

2 計 1

計  10 唐  津

他

碗

皿

鉢

のそ

壷

甕

鉢

糸蛮南

2 7

l 計  12
計 計   6 総 計

表 2 塩谷遺跡 「ひふ G」 地区出土遺物数量表

耕作土層

(1.2.)

茶褐色土層

(3)

白灰色土層

(5)
i

黒色土層

(10)

え 称  (果種 】 蔵 片 教 ( 名 称  (器 種 ) JI片 数

青 磁

炉

他

碗

皿

鉢

盤

　

の

香

そ

壷

甕

鉢

前備

(播 鉢 )

(そ の他 )

伊 力里 碗
皿
鉢

(そ の他)

1

1 1

4

計

5 そ
の
他
の
陶
磁
器

(泄騒  H」 ,

(信 楽 )

(織  部 )

(志 野 )

(そ の他 )

計   3 灰 釉 (皿 )

(鉢 )

(香 炉 )

(銅 緑釉 )

(そ の他 )

碗
皿
杯
動そ

磁白 1 !

1 7

1 計  73
計 6 土師質 ( 皿  )

(上 金 )

(そ の他 )

他

碗

皿

鉢

杯

のそ

付染 3 碗
壷
皿
軸そ

釉 2

I

計  67
その他 (須恵器 )

(上師質 )

(黒曜石 )

(そ の他 )

(不  明 )

計 2

計  18

他

碗

皿

鉢

のそ

津唐

壷

甕

鉢

系蛮南

計   8

計 計  29  1 計総 226

名 称  (器 種 ) 破 片 数 名 称  (器種 ) 前 片 独 名  杯  く器 種 ) 繊 片 数

炉

他

碗

皿

鉢

盤

　

の

香

そ

磁主月 備  前

鉢
他

重
甕

鉢

　

の

糟

そ

碗
皿
鉢
軸そ

里万伊

1 1

計   5

計 (越 前 )

(信 楽 )

(織  部 )

(志 野 )

(そ の他 )

そ
の
他
の
陶
磁
器

計 灰 釉 (皿 )

(鉢 )

(香  炉 )

(銅 緑和 )

(そ の他 )

碗
皿
邦
軸そ

磁白

3

2 計  15
計   4 計   2 土師器 ( 皿 )

(上 金 )

(そ の他 )

染 付

他

碗

皿

鉢

ネ

のそ

他

碗

壷

皿

のそ

釉鉄 1

4

計  87
その他 (須 恵器 )

(土師器 )

(黒曜石 )

(そ の他 )

不  明

1 計

計   5 碗
皿
鉢
軸そ

唐  津

壷

甕

鉢

系蛮南

計   3

計 計   1 総 ar
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図 9「ひふ G」 地区出土遺物実測図



図10「ひふG」 地区出土古銭拓本

(1祥符元宝、2・ 3元豊通宝、4元祐通宝、5寛永通宝)
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塩谷地区は以前か ら、月山城図に描かれた内容や周囲の地形等 よ り、富田城の

防御上重要な地であり、かな りの遺構が残存 しているもの と考え られていた。今

回、当教育委員会が調査を行った範囲は、谷の中央部 ともいうべき地点で、塩谷

川沿いであ ったためか調査区を設定 した大部分が川の氾濫原 となり、遺構が検出

できたのはわずか 3カ 所のみであった。出上 した遺物 は主 として 16世紀初～中

葉の ものであ った。 ほぼ時を同 じくして、県教育委員会が発掘調査を行 った史跡

指定地 内については、塩谷口付近で若子の杭列が、「ひふ G」 地区付近では石組

状施設 (図 版 10)。 柱穴が検出され、土師質土器をは じめ多量の遺物 も出土 して

いる。砂防河川のつけかえに伴 う発掘調査では、掘立柱建物跡 2、 柵列 3、 土城

及び柱穴多数が検出され、多量の陶磁器片が出上 している。一方、発掘調査 は実

施 していないが、塩谷の丘陵裾部には、数 多 くの遺構が残 されてお り、特に、明

星寺跡は良好 な遺構が残 されていると推定 され る。塩谷地区か ら出土す る陶磁器

類をみると、 16世 紀初～中葉の物が主流で、富田城跡北側の新官谷に存在す る

新宮党館跡 とほぼ同時期にあた り、宮田川河床遺跡で多量に出土 している 16世

紀後半～ 17世紀の遺物が少 ない点が特徴である。 この ことか ら、尼子氏の滅亡

とともに、毛利氏による城下の再編成が行われたことが推測で きる。 こうして、

谷全体を見わた してみ ると、随所に遺構が存在 していることがわか り、月山城図

に描かれてる内容 は、後世の作であるが故に信用できない とは、一概 に決めつけ

られない。

県教育委員会では、現在、富田城関連遺跡群の現地調査や富 田川河床遺跡の発

掘調査を進めてお り、その中で新宮党館跡の発 掘調 査や富 田城 跡 の分 布調査を

行 って いる。 こうした一連の調査結果を総合 した上で、塩谷遺跡のもつ性格を考

えてい くべ きであろう。

参考文献

『 富田川河床遺跡発掘調査報告』(広瀬町教育委員会・ 富田川河床遺跡調査団、昭和 52年 )

『 史跡富田城跡 』(広瀬町教育委員会、昭和 55年 )

前島己基「尼子氏・新宮党の居館」 (『 季刊文化財』第 38号、昭和 55年 )
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(1.ひふG地区、2。 となG地区、3.塩谷口、4.明星寺跡、5。 新宮党館跡、6.里御殿跡)

図版 1



図版 2

塩谷遺跡 (塩谷川上流部周辺)遠景一 右の丘陵は月山城一

劇
「はひ G」 地区 塩谷川氾濫による河原石 (南から)



塩谷遺跡 (塩谷川中流部周辺)遠景

「ひふ G」 地区 遺構検出状況 (西から)



図版 4

「ひふ G」 地区

近景 (東から)

「ひふ G」 地区

の石垣 (東から)

「ひふG」 地区

の石垣 (部分)
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略 ふ G」 地区 (第 2、 3層 )出土遺物内面 (1、 白磁、 2～ 5染付 )

「ひふ G」 地区 (第 2、 3層 )出土遺物外面 (1、 白磁、 2～ 5染付 )
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図版 7

塩谷遺跡 (塩谷川下流部周辺)遠景一 左の台地上は明星寺跡―

「とな G」 地区遺構検出状況 (南から)
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図版 8
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図版 9
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図版10

史跡指定地内の石積施設 (西から) ―昭和55年調査一

砂防河川の予定地内の建物跡他 (東から)一 昭和55年調査―
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